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発議

発議陳情
　

熊
本
県
原
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
会
長
後
藤
利
之

氏
）
か
ら
「
原
子
爆
弾
被
爆

者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る

法
律
の
改
正
を
求
め
る
議
会

決
議
・
意
見
書
採
択
の
お
願

い
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
願
い
は
、
国
民
が

安
全
に
、
安
心
し
て
生
き
て

い
け
る
た
め
に
現
行
法
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

　

全
日
本
年
金
者
組
合
熊
本

県
支
部
（
執
行
委
員
長
国
宗

直
氏
、
八
代
支
部
執
行
委
員

長
橋
本
徳
雄
氏
）
か
ら
「
年

金
２
・
５
％
削
減
法
」
を
廃

止
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す

る
請
願
」（
紹
介
議
員
吉
川

義
雄
・
有
田
芳
人
・
松
田
達

之
・
江
嵜
悟
・
田
中
照
男
）

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
内
容
は
「
１
８
１
臨

時
国
会
で
成
立
し
た
年
金

２
・
５
％
削
減
で
は
、
年
金

は
消
費
者
物
価
指
数
に
合
わ

せ
ス
ラ
イ
ド
す
る
と
し
て
、

過
去
の
特
例
措
置
分
を
解
消

す
る
た
め
向
こ
う
３
年
間
で

２
・
５
％
削
減
す
る
と
あ
る

が
、
消
費
者
物
価
指
数
は
高

齢
者
と
は
縁
の
薄
い
耐
久
消

費
財
の
価
格
低
下
な
ど
を
色

濃
く
反
映
し
、
反
面
、
税
金
、

保
険
料
や
医
療
費
、
介
護
利

用
料
の
増
額
は
全
く
除
外
さ

れ
て
お
り
基
準
自
体
が
極
め

て
不
当
で
す
。年
金
２
・
５
％

削
減
は
高
齢
者
の
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り

で
な
く
、
地
方
自
治
体
の
財

政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

　

氷
川
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
制
定
案
を
上
田
健
一
議

員（
賛
成
者
有
田
芳
人
議
員
）

が
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
国
家
公
務

員
の
給
与
減
額
支
給
措
置
を

踏
ま
え
た
氷
川
町
長
等
特
別

職
並
び
に
一
般
職
の
職
員
の

給
与
額
の
減
額
支
給
措
置
を

踏
ま
え
、
平
成
25
年
７
月
１

氷
川
警
察
署
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書
を
上
田
健
一
議

員
（
賛
成
者
有
田
芳
人
議
員
）

が
提
出
し
ま
し
た
。

熊
本
県
内
で
は
依
然
と
し

て
、
重
要
犯
罪
を
は
じ
め
各

種
事
件
、
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
複
雑
多
様
化
す
る
社

会
情
勢
の
下
、
よ
り
き
め
細

や
か
な
、
よ
り
高
い
水
準
の

治
安
維
持
の
確
保
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
氷
川
警
察
署
に

お
い
て
は
、
海
岸
線
か
ら
山

間
地
の
宮
崎
県
境
に
至
る
広

大
な
面
積
を
管
轄
し
、
地
域

住
民
の
安
全
安
心
・
生
命
財

産
を
守
る
重
要
な
警
察
署
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地

域
住
民
の
頼
り

と
さ
れ
て
き
た

警
察
署
で
あ
り

ま
す
。
氷
川
警

察
署
に
お
い
て

は
、
現
庁
舎
の

老
朽
化
に
伴

い
、
国
道
３
号

沿
い
に
新
築
移

転
が
計
画
さ

れ
、
既
に
用
地

が
確
保
さ
れ
建

設
を
待
つ
ば
か

り
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す

る
法
律
の
改
正
を
求
め
る
陳
情
を
可
決

「
年
金
２・５
％
削
減
法
を
廃
止
す
る

意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願
」
を
可
決

議
員
報
酬
の
臨
時
特
例
の
条
例

を
制
定
し
ま
し
た

氷川警察署の存続を
求める意見書を可決

　

人
類
が
作
り
出
し
た
残
忍

な
核
兵
器
に
よ
る
地
獄
を
体

験
さ
せ
ら
れ
た
原
爆
被
害
者

は
、
今
日
ま
で
、
自
ら
の
命

を
削
る
思
い
で
被
爆
体
験
を

語
り
、
再
び
被
爆
者
を
つ
く

ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
、
核

兵
器
の
廃
絶
と
原
爆
被
害
に

対
す
る
国
の
償
い
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

願
い
は
ま
だ
に
実
現
し
て
い

ま
せ
ん
。
現
行
法
は
原
爆
被

害
を
償
う
法
律
、
国
民
の
命

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
法
律
を
廃
止
す
る
よ
う

政
府
に
対
し
意
見
書
提
出
を

求
め
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

　

討
論
で
は
、国
は
年
金
２
・

５
％
削
減
す
る
が
、
地
方
で

は
賃
金
の
上
昇
も
見
込
め
な

い
中
、
年
金
の
削
減
は
い

け
ま
せ
ん
。
職
員
給
与
２
・

５
％
削
減
で
も
反
対
し
ま
し

た
。
高
齢
者
の
年
金
が
下
が

る
の
に
も
反
対
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
だ
ま
だ
物
価
は
上
昇

し
、
消
費
税
も
上
が
る
と
思

い
ま
す
。
地
方
で
は
ま
だ
国

に
従
う
だ
け
で
は
な
い
と
い

う
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
賛
成
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

　

年
金
２
・
５
％
削
減
法
を

廃
止
す
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
請
願
は
採
択
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

採
択
後
、
年
金
２
・
５
％

引
き
下
げ
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
を
吉
川
義
雄
議
員

（
賛
成
者
松
田
達
之
議
員
）

が
提
出
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
年
金
額
は
物

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
お
け
る
氷
川
町

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
支

給
額
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

　

討
論
で
は
、
職
員
が
２
・

５
％
削
減
す
る
も
の
で
、
議

員
は
10
％
の
削
減
が
当
然
で

３
％
の
削
減
は
少
な
す
ぎ

る
。
復
興
財
源
確
保
と
い
う

点
で
、
近
隣
町
村
で
は
10
％

そ
の
中
で
再
編
に
よ
り
八
代

警
察
署
の
幹
部
交
番
と
な
れ

ば
規
模
縮
小
で
あ
り
、
広
大

で
急
峻
な
山
間
地
を
抱
え
る

管
轄
区
域
で
起
き
る
事
件
、

事
故
の
初
動
体
制
に
大
き
く

影
響
し
、
治
安
力
の
低
下
は

免
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
の
不
安
も
大
き
い

と
言
え
ま
す
。
当
初
の
計
画

通
り
氷
川
警
察
署
の
新
庁
舎

の
早
期
建
設
の
実
現
と
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、

警
察
署
の
存
続
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
意
見
書
は
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

を
守
る
法
律
に
は
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
お
願
い
は
、
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択
す

る
こ
と
に
決
定
し
、「
原
子

爆
弾
被
害
者
に
対
す
る
援
護

に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
」
を
田
中
照
男

議
員
（
賛
成
者
坂
本
悦
男
議

員
）
が
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
議
会
は
、
現
行
法
の
問

題
点
と
し
て
「
原
子
爆
弾
を

初
期
放
射
線
の
被
害
に
限

価
が
上
昇
す
れ
ば
増
額
し
、

物
価
が
低
下
す
れ
ば
減
額
す

る
仕
組
み
が
基
本
で
、
現
在

の
年
金
額
は
、
過
去
に
物
価

が
下
落
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
年
金
額
を
据
え
置
い
た

こ
と
で
本
来
の
特
例
水
準

よ
り
も
２
・
５
％
高
い
水
準

に
な
っ
て
い
る
。
向
こ
う
３

年
間
で
段
階
的
に
特
例
水
準

２
・
５
％
を
解
消
す
る
こ
と

で
、
年
金
財
政
の
改
善
を
図

り
、
将
来
の
受
給
者
と
な
る

若
い
世
代
に
も
考
慮
し
て
世

代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
行

わ
れ
ま
す
。
国
会
で
も
決
定

済
み
で
、
年
金
受
給
者
に
も

通
知
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考

え
て
反
対
す
る
と
い
う
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

程
度
引
き
下
げ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
来
年
３
月
ま
で

は
我
慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
３
％
で
は
職
員
に
対

し
て
説
得
で
き
な
い
と
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
条
例
は
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

定
し
て
い
る
。」「
高
齢
化
し

た
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に

な
っ
て
い
る
。」「
核
兵
器
廃

絶
を
遠
い
未
来
の
課
題
と
し

て
い
る
。」「
戦
争
被
害
者
受

忍
の
立
場
に
な
っ
て
い
る
。」

の
４
点
を
挙
げ
、「
原
爆
被

害
に
対
す
る
国
の
償
い
と
核

兵
器
の
廃
絶
を
趣
旨
と
す

る
法
の
目
的
を
明
記
す
る
。」

「
原
爆
死
没
者
に
償
い
を
す

る
。」「
す
べ
て
の
被
爆
者
に

償
い
を
す
る
。」
の
３
項
目

を
国
会
及
び
政
府
に
対
し
て

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。主な議案に対する議員の態度

議　員　名

議　案　名

三
浦
賢
治

議
員

田
中
照
男

議
員

江
嵜　

悟
議
員

松
田
達
之

議
員

上
田
俊
孝

議
員

上
田
健
一

議
員

吉
川
義
雄

議
員

有
田
芳
人

議
員

片
山
裕
治

議
員

坂
本
悦
男

議
員

永
田
義
昭

議
員

笠
原
良
一

議
員

氷川町長等の給与の臨時特例に関する条例の制定 ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ —

氷川町一般職の職員の給与の臨時特例に関する
条例の制定 ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ —

平成 25 年度 氷川町一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

工事請負契約の締結について
（竜北中学校体育館耐震補強、改造工事） ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ —

工事請負契約の締結について
（宮原振興局新館改修及び本館解体工事） ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

氷川町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する
条例の制定 ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ —

氷川警察署の存続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律の改
正を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

年金 2.5％引き下げの中止を求める意見書 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● —

○は賛成、●は反対、−は採決に加わっていません。

請願

氷川警察署




